
豊平川と精進川。

金 17

2017年

第1回：10月6日（金） 第2回：10月15日
第3回：10月18日

各回 00円 等 む

回20名

（公財）北海道新聞野生生物基 20 年度助成事業

さっぽろワイルドサーモンフットパス
フットパスを歩きながら野生のサケを体感しよう！

（日）

（水）

参加費 5 （傷害保険料 含 中学生以下無料）

定員 各 （先着順）

第1回 どんなサケがいるのか、専門家に聞いてみよう！
9：30 札幌市豊平川さけ科学館集合、サケなどの河川生態のレクチャー
10：15 豊平川や精進川を通り幌平橋駅までフットパスウォーク
講師 SWSP（前川光司、有賀望、佐々木北斗）

エコ・ネットワーク（小川巌）
12：30 幌平橋駅で終了
豊平川や精進川沿いのフットパスを歩き、サケを始めとした河川生態を学べる
レクチャーを受けられます。札幌の地形や歴史にも触れられます。大人向け。

さけ科学館～幌平橋駅
約7.2ｋｍ

第2回 観察しやすい琴似発寒川のサケ。実は100％野生魚！
9：30 地下鉄琴似駅集合・出発、フットパスウォーク
11：00 琴似発寒川でタッチプール体験
講師 SWSP（有賀望、佐々木北斗）

エコ・ネットワーク（小川巌）
12：30 JR琴似駅で終了
琴似発寒川を遡上するサケをタッチプールなどを使って身近で体感します。
琴似の開拓の歴史に触れるフットパスを歩きます。親子向け。

地下鉄琴似駅～JR琴似駅
約4.0ｋｍ

第3回 豊平川で『野生サケ』と『酒』のつながりはなに！？
9：30 中島児童会館前広場集合・出発、フットパスウォーク
10：50 豊平川でサケの遡上について学ぶ 11：50 千歳鶴ミュージアム着
講師 SWSP（有賀望、佐々木北斗）

エコ・ネットワーク（小川巌）
12：30 終了（現地解散）
豊平川でワイルドサーモンの定着を学び、フットパスを歩き
湧水とサケ、 そして酒の関りやつながりに触れます。大人向け。

中島児童会館前広場～千歳鶴ミュージアム
約5.2ｋｍ

主催：フットパス・ネットワーク北海道（FNH) 札幌ワイルドサーモンプロジェクト（SWSP） 協力：株式会社ジオ

お申込み エコ・ネットワーク TEL 011-737-7841 FAX 011-737-9606
お問合せ 

（環 境 市 民 団 体）
ail eco@hokkai.or.jp 申込期限 各回開催日の前日E-m



□集合場所□
●第1回
札幌市豊平川さけ科学館

●第2回
地下鉄琴似駅中央改札口前

●第3回
中島公園内「中島児童会館」前広場

※第1回目に車でお越しの方はさけ科学館前の駐車場をご利用ください。公共交通機関をご利用の方は地下鉄南北線「真駒内」駅
から9：08発じょうてつバス北の沢線〔南97〕「山水団地前」行に乗車し、「真駒内競技場前」下車（9：14着予定）。バス停をおり
ると、道路の反対側がさけ科学館です。付近に横断歩道はありません。オープンスタジアム側からアンダーパスをご利用ください。

□持ち物・備考□
・歩きやすい服装、防寒衣、雨具。小雨決行。前日の雨量によっては延期になる場合がございます。延期の場合は8：00までに申し込
みの際の携帯電話へご連絡いたします。当日の緊急連絡先は090-8271-6460（小川）まで。
・現地集合・解散となります。参加費は当日集合場所にて申し受けます。昼食不要。
・初回のみ「札幌市豊平川さけ科学館」集合。お車でお越しの方は終了後、スタッフの送迎車にてさけ科学館までお送りいたします。
・すべての回で必ずしもサケを見られるとは限りません。その時期、日の状況や天候次第となりますことをご了承ください。

□申込み□ ＊以下の情報を郵送、FAX、E-mailでお送りください。
申込代表者氏名（フリガナも）
年齢 性別 携帯電話
〒 住所
TEL FAX
E-mail
同行者① 氏名 年齢 性別
同行者② 氏名 年齢 性別
同行者③ 氏名 年齢 性別
同行者④ 氏名 年齢 性別
同行者⑤ 氏名 年齢 性別
参加回 第1回（車（送迎：要・不要）・公共交通） 第2回 第3回

札幌ワイルドサーモンプロジェクト（SWSP）
札幌市内を流れる豊平川において、先住民族アイヌの伝統や、市民による「カムバックサーモン運動」の精神を尊重しつつ、
この地域の生物多様性を重んじ、科学的知見に基づく順応的管理手法によって、市民とともに豊平川サケ個体群の野性
味を最大限向上させることを目指して結成された市民グループです。サケ個体群の健全化は豊平川流域の生物多様性に
も直結すると考えられ、190万都市を流れる川での野生サケ個体群の復元という、世界でも類のない快挙につなげたいと考
えています。

フットパス（Footpath）
フットパスとは英国発祥の直訳するならば「歩行専用路」となります。彼の地では24万ｋｍものフットパス網が整備されて
おり、老若男女が「歩くことを楽し」んでいます。日本には25年程前からでき始め、北海道では1990年代前半から活動が
始まり、2000年代に入り急速に広がりました。近年日本各地でも爆発的に拡散しています。「歩くことを楽しみ」ながら地域
の自然、歴史、景観、文化、食を体感でき、地域と地域、地域と人、人と人がつながる有効な手段となっています。札幌市
内と近郊にはフットパスにふさわしいコースがたくさんあります。

〇で囲んでください


